
その他（報告事項）
【大規模水害対策訓練】
豪雨による災害を想定し、各関係機関相互の連携強化を

図り災害に強いまちづくりに資することを目的として、実践

に即した訓練を行う。

●令和３年度の訓練のポイント

１．情報収集・伝達方法の強化

・迅速かつ正確な情報共有を図るため、タブレット端末によ

る県防災システム、Slackを用いた内部情報共有を行う。

・多様な情報発信として、高梁市メールや防災ラジオの他、

Yahoo！緊急情報や、Twitter「＃高梁市災害」で情報発

信を行うとともに、防災チャットボットを活用した避難支援

を行う。



２．感染症対策を踏まえた、避難者を受け入れての避難

所開設及び運営

・開設する全ての避難所で、避難者を受け入れて感染

症対策を実施した避難所開設、運営の訓練を行う。

●実施概要

日時 令和３年６月１３日（日） ９：００～１２：００

場所 市役所本庁舎、各地域局、各地域市民センター

市内１９カ所に避難所を開設

内容 情報収集・伝達、広報活動、現地調査、応急対応

水防活動、避難誘導、避難行動支援、避難所開

設・運営、安否確認等



●令和２年度の訓練

・新型コロナウイルス感染症の流行を踏まえ、外部との接触

を最小限とし、情報収集・伝達や応急対応の訓練を実施。

・感染症対策避難所マニュアルに基づいて、１８か所の避難

所を開設。うち１か所はコロナ対策モデル避難所として、近

隣住民の避難を受け入れての運営訓練を実施。

災害対策本部会議 避難所の開設



【平成３０年７月豪雨災害記録誌の作成】

豪雨災害からの教訓や記録を風化させず、後世に伝
え、将来における災害に備えるために、災害記録誌を
作成。

●内容

・平成３０年７月豪雨の状況、被害状況、応急対応

復旧・復興

・派遣者からの寄稿

・被災者及び支援者の体験記

３００部作成し、市内図書館、市内各学校、支援団体、
支援自治体などに配布予定。



【情報発信手段の多様化】

テレビ・ラジオ・メール等に加えてSNS等の拡充により

受け手の状況に合わせた情報入手に配慮するとともに、
一括配信により情報発信の省力・迅速化を図る。

•気象情報等
•避難情報
•避難所情報
•被害情報等
•通行止め情報等

Yahoo！防災速報

高梁市メール

Twitter
＃高梁市災害

防災ラジオ

吉備ケーブル
テレビ

緊急速報メール

高梁市公式LINE

高梁市ホームページ
高梁いんふぉ

河川監視カメラ映像の放送やＬ字放送で
危険情報、避難情報等を提供

防災情報全般をとりまとめて
提供

危険情報、避難情報等をプッシュ形式で
音声で提供

危険情報、避難情報などを携帯電話や
スマートフォン等へ主に文字情報で提供

市民相互の情報共有も可能
一括配信システムの導入に
より省力・迅速化

災害時の情報発信



【地域防災力向上委員会の状況報告】
令和３年出水期までに「地域防災力向上の目標・行動計画」を策定
予定であったが、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止により、予
定していた取組等が遅れており、策定できていないため、４月以降の
取組や出水期の対応等を踏まえ、令和３年出水期後の策定を目指す。

第４回地域防災力向上委員会を３月２４日（水）に開催し、今年度の
活動報告と、モデル地区事業への向上委員会の支援体制について意
見交換を行う。

●主な先行事業の取組状況

・自主防災組織の設立支援等モデル地区事業について

応募のあった市内３地区を選定し、それぞれの地域課題の抽出と課
題解決の具体的取組について検討を実施中。

令和３年度中に地域の住民が理解し活動できる「地区防災計画」と
「防災マップ」の作成を目指す。

・防災士・自主防災組織等連絡会（仮称）の設立について

設立に向けた意見交換会を開催し、市内の防災士・自主防災組織等
の代表者５４名が参加し、設立に賛同。

令和３年５月を目途に、連絡会を設立予定。


